
戦後70年。
今、平和について考える

　
国
際
平
和
研
究
所
（「
平
和
研
」

「PRIM
E

」）
は
、「
平
和
の
諸
条
件
を
探

究
す
る
」
研
究
・
教
育
機
関
と
し
て
、
一

九
八
六
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
年
は

国
連
が
定
め
た
「
国
際
平
和
年
」。
国
際

学
部
が
第
一
期
生
を
受
け
入
れ
た
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
世
界
は
冷
戦
の
終
結
と
い
う

大
き
な
節
目
を
経
ま
し
た
が
、
未
だ
に
安

定
し
た
平
和
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
五
年
前
に
は
想

像
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
紛
争
が
、

東
ア
ジ
ア
に
限
ら
れ
ず
、
シ
リ
ア
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
、
世
界
の
各
地
で
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
核
兵
器
に
代
表
さ
れ
る
「
種
と
し
て
の

人
類
」
の
存
続
自
体
を
危
う
く
す
る
よ
う

な
破
壊
力
の
蓄
積
さ
え
解
決
で
き
ぬ
ま
ま
、

前
例
の
な
い
気
候
大
変
動
や
、
未
知
の
感

染
症
と
い
っ
た
新
た
な
地
球
的
脅
威
が
、

現
実
の
も
の
と
し
て
迫
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
本
当
に
、
人
類
史
の
分
か
れ
道
に

直
面
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
七
〇
年
前
の
戦
争
を
反
省
し
、

憲
法
に
よ
っ
て
政
府
の
武
力
使
用
を
強
く

自
制
し
て
、
今
や
「
平
和
」
こ
そ
が
日
本

の
ブ
ラ
ン
ド
、
と
ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
は
ず
の
こ
の
国
も
ま
た
、
い
ま
岐

路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

「
平
和
」
と
は
、
一
人
一
人
の
人
間
、
と

く
に
こ
れ
か
ら
の
世
代
で
あ
る
学
生
た
ち

が
、
暴
力
に
脅
か
さ
れ
ず
に
伸
び
伸
び
と

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
で
す
。
限
り
あ

る
お
の
れ
の
生
を
ふ
か
く
愛
し
、
他
の
命

あ
る
存
在
と
の
間
に
ゆ
た
か
な
共
存
共
生

の
関
係
を
む
す
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う

し
た
平
和
な
世
界
を
求
め
て
営
ま
れ
る
の

が
、
平
和
研
究
で
す
。

土
問
題
」
を
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
の

研
究
者
を
招
い
て
議
論
し
、
さ
ら
に
大
学

自
治
・
言
論
の
自
由
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

状
況
や
、
食
の
安
全
等
々
に
つ
い
て
も
、

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
七
〇
年
前
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
の
さ
な
か
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
諸
国
代
表
が
集
い

「
わ
れ
ら
の
一
生
の
う
ち
に
二
度
ま
で
言

語
に
絶
す
る
悲
哀
を
人
類
に
与
え
た
戦
争

の
惨
害
か
ら
将
来
の
世
代
を
救
う
」
べ
く

新
し
い
世
界
秩
序
を
構
想
し
、
国
連
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
わ
が
日
本
国
憲
法
の
平
和

主
義
は
、
こ
の
思
想
水
脈
の
上
に
あ
り
ま

す
。

　
科
学
者
た
ち
が
戦
争
の
廃
絶
を
訴
え
た

ラ
ッ
セ
ル
＝
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宣
言
か

ら
今
年
で
六
〇
年
。
戦
争
を
筆
頭
と
す
る

地
上
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
最
少
化
を
求
め

て
、
本
年
も
国
際
平
和
研
究
所
は
、
東
ア

ジ
ア
地
域
に
お
け
る
友
好
和
解
の
追
求
、

軍
事
支
出
の
削
減
と
民
生
転
換
、
公
文
書

管
理
と
情
報
公
開
、
等
々
の
ア
ク
チ
ュ
ア

ル
な
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。「
す
べ
て

の
美
し
い
も
の
に
出
会
い
、
そ
し
て
か
く

さ
れ
た
悪
を
注
意
深
く
こ
ば
む
」（
谷
川
俊

太
郎
「
生
き
る
」）、
そ
ん
な
一
人
一
人
の

生
命
の
尊
厳
を
守
ろ
う
と
し
た
先
人
た
ち

の
努
力
と
勇
気
を
学
び
、
平
和
を
希
求
し

て
い
き
ま
す
。

　
国
際
平
和
研
究
所
は
、
大
学
の
研
究
・

教
育
機
関
と
し
て
、
国
境
を
越
え
て
連
携

を
と
り
な
が
ら
活
動
を
続
け
る
（
名
称
に

「
国
際
」
を
冠
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
た

め
で
す
）
と
と
も
に
、
学
生
・
市
民
に
開

か
れ
た
研
究
会
や
セ
ミ
ナ
ー
も
、
積
極
的

に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
昨
年
度
は
、
ビ
キ
ニ
事
件
六
〇

周
年
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
の
夢
の
島
に

あ
る
第
五
福
竜
丸
展
示
館
と
協
力
し
、
事

件
と
そ
の
意
義
を
ふ
り
か
え
る
連
続
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
恒
例
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
再
燃
し
て
い
る
「
領

歴
史
を
踏
ま
え
、和
解
と
友
好
、

非
軍
事
化
を
追
求

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
世
界
を

求
め
る
平
和
研
究

国
際
平
和
研
究
所
長
　
高
原
孝
生 国際平和研究所

（PRIME）とは
国際ネットワークを活用し、
開発、貧困、人権、環境等
を含む平和学を研究してい
ます。原子力災害、核軍縮、
紛争の非暴力的解決、平和
教育等の研究プロジェクト
推進、公開研究会なども開
催。研究紀要『PRIME』や

『南を考える』を刊行してい
ます。

連続市民講座「いま水爆の時代を問う～核と向き合
い  明日へ～」第4回「核兵器と科学者、市民、被ば
く者」

2014年度白金祭では特別イベント「アンネ・フラ
ンク パネル展」を開催。多くの来場者が熱心に見て
いました 

人
類
の
平
和
へ
の
努
力
を
学
び
、戦
争
・
暴
力
を
拒
む

　
　
　
～
明
治
学
院
大
学
国
際
平
和
研
究
所
の
取
り
組
み

第二次世界大戦終結から70年。戦争体験をじかに伺う機会が減りつつあります。
戦争について学ぶことは、平和の尊さを知るはじめの一歩。明治学院大学には平和について共に考える
国際平和研究所があります。今だからこそ、国内外に目を向け、耳を傾ける機会を持ってみませんか。



平和について共に考えよう

　

力
ず
く
で
進
め
ら
れ
る
辺
野
古
の
新

基
地
建
設
に
抗
い
続
け
る
沖
縄
の
人
び

と
の
憤
り
や
悲
し
み
、
そ
の
地
へ
よ
せ

る
想
い
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

沖
縄
は
何
を
問
う
て
い
る
の
か
、
基
地

問
題
の
根
底
に
あ
る
日
米
安
保
条
約
や

日
米
地
位
協
定
の
問
題
は
何
な
の
か
。

沖
縄
の
人
び
と
と
自
分
自
身
と
の
関
係

性
を
問
い
直
し
、
何
を
す
べ
き
で
、
何

を
す
べ
き
で
な
い
の
か
を
熟
考
す
る
こ

と
が
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
に
関
わ
っ
て
き
た
方
々
や
学
生
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

N
G
O
の
活
動
な
ど
を
見
学
す
る
と

い
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
多
様
な

問
題
に
抗
う
人
び
と
と
共
に
、
動
い
て
、

見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
て
、
熟
考
し
て
、

学
び
合
う
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
す
。
現
地
の
青
年
た
ち
と
一
緒
に
、

困
難
に
直
面
す
る
人
び
と
の
家
庭
に
泊

め
て
も
ら
い
、
現
状
や
問
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
る
と
同
時

に
自
分
自
身
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

「
い
ま
沖
縄
で
起
き
て
い
る
こ
と

ど
こ
へ
行
く
日
本
、ど
う
す
る
あ
な
た
は
？
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

フ
ィ
リ
ピ
ン

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

■日時：7月11日（土）　13：00 ～ 17：00
■場所：白金キャンパス2号館2101教室
■内容：【第1部】学生報告：沖縄について（辺野古での基地
建設反対活動に関して）　【第2部】前泊博盛氏（沖縄国際大学
教授）講演：「沖縄基地問題～問われる日本の民主主義と
安全保障～」　【第3部】パネルディスカッション

　

国
際
平
和
研
究
所
は
授
業
「
現
代
世

界
と
人
間
4
（
広
島
・
長
崎
講
座
）」
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
も
含
む
複

数
講
師
が
リ
レ
ー
形
式
で
、
原
爆
投
下

か
ら
歴
史
と
現
在
を
再
検
討
し
ま
す
。

原
爆
被
害
の
実
態
、
核
軍
備
競
争
と
軍

縮
へ
の
努
力
、
核
実
験
、
原
発
の
危
険

性
な
ど
を
学
び
、
受
講
者
が
加
害
の
歴

史
も
心
に
刻
み
つ
つ
、
海
外
の
友
人
に

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
語
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

広
島
・
長
崎
講
座

■授業名：「現代世界と人間4（広島・長崎講座）」
■開講情報：秋学期・木曜5限、横浜キャンパス 
■担当教員：渡辺祐子教授（教養教育センター）、
高原孝生教授（国際学部）

学びを深めて行動へ
昨年履修しました。講師が
多彩なこともあり、平和に
ついて様々な角度から考え
ることができました。何よ
り核被害が今もなお続いて
いることを実感しました。
戦後70年を迎える今、私
たち若い世代が被爆体験を
学び伝え、行動していかな
くてはと思うようになりま
した。 西堂杏菜（国際4年）

■期間：2016年2月下旬
～ 3月上旬を予定　※約2週間滞在
■定員：10名
■訪問先：フィリピン東西ネグロス州
詳細は10月頃、ポートヘボンで
お知らせします。

■お問合せ：国際平和研究所　☎03-5421-5652　http://www.meijigakuin.ac.jp/~prime/

国際平和研究所ではシンポジウム、授業、スタディー
ツアーなども行っています。ぜひご参加ください。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
問
題
に

つ
い
て
、昼
食
を
と
り
な
が
ら
、意
見
交

換
し
、学
ぶ
会
で
す
。学
外
か
ら
ゲ
ス

ト
を
招
い
て
話
を
聞
い
た
り
、
教
員

や
職
員
も
加
わ
っ
て
、
関
心
あ
る
事

柄
に
つ
い
て
発
表
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
学
部
や
学
年
を
越
え
て
、
気
軽

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
申

込
み
不
要
で
す
。

■日時：毎週火曜日
昼休み（12：25 ～13：25）
■場所：横浜キャンパス8号館
821教室
■共催：国際平和研究所、
学生任意団体「Peace☆Ring」

気軽に参加しています！
学生任意団体「Peace☆Ring」
との共催で、火曜日のお昼休み
に開かれます。お昼ご飯を食べ
ながら、社会問題や平和につい
て考え、意見を交わします。学
部学年を超えて気軽に参加でき、
教職員や地域の方がみえること
もあります！
 芹澤麻由（国際3年）

Café du PRIME

沖縄国際大学図書館「米軍ヘリ墜落事件関係
資料コーナー」で資料に見入る明学生たち


